
4月2日の世界自閉症啓発デーに向けたイベント
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しぶや区ニュースは区内全世帯へ
各戸配布をしています

発行日を過ぎても届かない場合、配布を停止したい場合など、区ニュースの配布に関する問い合わせは、
区ニュース各戸配布コールセンターへ 0120-849-277（月）～（土）9：00～18：00 ※祝・休日、1月1～3日を除く

▲ハートアート制作の様子

▲制作されたハートアート

▲1階総合案内カウンター ▲2階吹き抜けスペース

▲世界自閉症啓発デー東京タワーブルー
イベント2019で展示されたハートアー
トも展示

◀マスキングテープアーティスト
　西村公一氏

▲1階展示スペース掲示板

▲シブヤフォント
　HP

区役所ブルーデコレーション

ハートアートディスプレイ
職員が世界自閉症啓発デーにちなんだ
オリジナル缶バッジを着用しました 

ポスター展示

ハートアートの制作活動を行う西村公一氏が、
自閉症啓発のために区役所内でハートアート
作品を制作。本庁舎1階の7か所で展示されま
した。特大の立体ブルーハートが１階のフォト
ブースに設置され、来庁者が記念写真などを
撮っていました。

WarmBlueキャンペーンの呼び掛けを行う一般社団法人Get in touchのメンバー
と区の職員で飾り付け、区役所本庁舎の1階と2階をシンボルカラーのブルーに彩り
ました。

シブヤフォントでデザインしたブルーのバッジを、
1・2階の職員が着用しました。

シブヤフォントとは？
区内でくらし働く障がいのある人と、デザイン専門学生
の協働で生まれた、渋谷区公認のパブリックデータで
す。アルファベットや数字、多彩な柄
模様などを、専用サイトで公開して
います。データの使用料は、区内の
障がい者支援事業所で働く利用者の
工賃に還元されています。
〈2019年度グッドデザイン賞受賞〉

区役所本庁舎1階展示スペース掲示板に「自閉症って？
発達障がいって？」「どんなふうに接したらいいの？」
「困った時はどこに相談したらいいの？」そんな疑問に
答えるポスターを掲出しました。

デコレーションで使用したポンポンとペーパーフラワーは、区内障がい者支援事業所
のメンバーや区の職員などによる手作りです。また、リボンは、WarmBlueキャンペー
ンを呼び掛けている一般社団法人Get in touchからご提供いただきました。

2016年から自閉症啓発の活動を
通じて、区内のいろいろな場所で
ハートアートを展示しています。
渋谷区は、さまざまな色が混ざり
合う多様性を大事にしているまち
なので、自閉症啓発のシンボルカ
ラーのブルーだけでなくいろん
な色を使ったハートアートを制作
しました。

世界自閉症啓発デーと発達障害啓発週間（4月2～8日）に向けて、3月26日～4月8日の2週間、自閉症を
はじめとする発達障がいの理解促進を目的とした啓発活動「WARM BLUE2020」を行いました。
区は2017年から、「まぜこぜの社会」を目指す一般社団法人Get in touch（代表：東ちづる）が呼び掛け
ている「Warm Blueキャンペーン」に参加しています。

「癒やし」や「希望」などを表すブルーが、自閉症啓発
のシンボルカラーです。毎年４月２日には、世界各地で
自閉症を理解してもらう取り組みとして、ランドマークの
ブルーライトアップなどが行われています。

問障がい者福祉課福祉計画推進係
（☎3463-1922 FAX5458-4935）

4月2日～8日

3月26日～4月8日

3月31日～4月8日

3月26日～4月8日


